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井原線感謝デーのイベント会場で〝綿繰り加工体験〟をする来場者　（関連記事P12）
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　市内の防災・防犯
などの情報を知らせる
井原市メール配信
サービス登録ＱＲコード

▲

※「ibara@xpressmail.jp」に空メールを
送信すると、設定をするためのメール
が返信されてきます。

　広報いばら
（ＰＤＦ版）ＱＲコード

▲

　井原市ホームページ�
ＱＲコード

▲

携帯電話などＱＲコードの読みとり機能
のあるカメラで撮影してください。

井原市
マスコットキャラクター

でんちゅうくん

外
出
先
か
ら
帰
っ
た
ら
、手
洗
い
う
が
い
を

忘
れ
ず
に
。感
染
症
予
防
を
し
っ
か
り
と
。
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一
人
で
も
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

話
題
の
グ
ル
ー
プ
ご
紹
介
！

井
原
子
ど
も
食
堂
を
主
催
す
る

井
原
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

　
世
代
間
交
流
や
子
ど
も
の
体

験
活
動
の
促
進
を
図
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ〝
井
原
子
ど
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〟を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、市
内
の
有

志
13
人
が
集
ま
り
、総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
、熱
心
な
活
動

を
展
開
中
。餅
つ
き
や
と
ん
ど
な

ど
の
季
節
の
行
事
に
加
え
、昨
年

の
10
月
に
は〝
井
原
子
ど
も
食
堂
〟

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
代
表
、平ひ
ら
か
わ川

知さ
と
み美

さ
ん（
井
原
町
）は「
現
代
は
昔
に

比
べ
て
兄
弟
が
少
な
く
、人
と
の

つ
な
が
り
も
希
薄
で
、子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
や
人
と
触
れ
合
う

機
会
が
減
少
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。子
ど
も
た
ち
に
、地
域
の

人
や
子
ど
も
同
士
で
、一
緒
に
温

か
い
料
理
を
食
べ
な
が
ら
会
話

ひ　とひ　とクロー
ズアッ

プ

大勢で食卓を囲み、食事や会話を
楽しめる〝井原子ども食堂〟
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あなたの

笑顔の源
をお伺いします

笑顔の
リ レ ー

みなもと

卓球をしているとき

小
お だ
田�千

ち え か
恵夏さん（20歳）
【芳井町】

　

小
学
6
年
生
の
頃
に
、両
親
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
卓
球
を
始
め
ま
し
た
。卓
球
が
好
き
で
、中
学・
高
校
と
部
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、勉
強
と
の
両
立
が
つ
ら
い
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
試
合
に
勝
て

た
と
き
、
自
分
以
上
に
両
親
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
、

ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。大
学
で
は
勉
強

が
忙
し
く
て
な
か
な
か
す
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、大
学

生
活
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
し
、成
人
を
迎
え
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
ま
た
卓
球
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
みやぐち

口　治
は る こ

子 さん（40歳）

＝高屋町＝

ヘルプマークの普及に熱意を注ぐ

社
会
へ
の
広
が
り

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
認
知
と
普
及

に
取
り
組
む
市
民
グ
ル
ー
プ
の

代
表
を
務
め
る
宮
口
さ
ん
。「
発
達

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
護
者
な

ど
12
人
で
、井
笠
地
域
の
役
場
や

イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
、マ
ー
ク

の
紹
介
や
普
及
活
動
を
し
て
い
ま

す
。ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、外
見
か

ら
は
分
か
り
に
く
い
障
害
な
ど
が

あ
る
、援
助
の
必
要
な
人
が
、周
囲

の
人
へ
配
慮
や
協
力
を
求
め
る
こ

と
を
示
す
も
の
で
す
。マ
ー
ク
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
も
ら
え
た
り
、

意
味
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
り
し

た
と
き
は
、一
日
の
疲
れ
が
吹
き

飛
ぶ
く
ら
い
う
れ
し
い
で
す
ね
。

こ
の
た
び
、井
原
市
で
も
交
付
が

始
ま
り
、早
速
の
対
応
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

必
要
な
人
が
い
る
限
り

　
〝
見
え
な
い
つ
ら
さ
に
理
解
を
〟

と
語
る
宮
口
さ
ん
。「
私
自
身
、発

達
障
害
の
長
男
を
子
育
て
中
で

す
。見
た
目
に
は
障
害
が
あ
る
と

分
か
り
に
く
い
の
で
、障
害
者
用

の
駐
車
場
を
利
用
す
る
際
、周
囲

か
ら〝
健
常
者
な
の
に
〟と
い
う
目

で
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
、ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
に

気
付
い
て〝
何
か
あ
る
ん
だ
な
〟と

見
守
っ
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。社
会
に
は
、認
知
症
や
内

部
疾
患
、手
術
後
間
が
な
い
、妊

娠
初
期
な
ど
、外
見
か
ら
は
分
か

ら
な
く
て
も
周
囲
の
配
慮
が
必

要
な
人
が
大
勢
い
ま
す
。ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
の
普
及
で
、誰
も
が
暮
ら
し

や
す
く
な
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

〝井原子どもボランティア〟の
メンバー

カ
レ
ー
や
バ
ラ
ず
し
な
ど
、食
べ

や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
も
、子
ど
も
た

ち
に
好
評
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、4
歳
の
孫
と
参
加
し
た

八や
え
も
と

重
本
茂し
げ
こ子

さ
ん（
木
之
子
町
）

は「
今
日
は
、母
親
の
仕
事
の
都

合
で
孫
を
預
か
っ
て
い
た
の
で

参
加
し
ま
し
た
。今
回
で
利
用
は

3
回
目
で
す
。孫
は
一
人
っ
子
な

の
で
、子
ど
も
食
堂
に
集
う
幼
い

子
ど
も
と
遊
ぶ
の
を
毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
井
原
子
ど
も
食
堂
は
、毎
月
第

4
金
曜
日
、18
時
か
ら
19
時
30
分

の
間
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
て
い
ま
す
。料
金
は
大
人

２
０
０
円
、子
ど
も
１
０
０
円
で
、

予
約
は
不
要
で
す
。温
か
い
食
事

を
取
り
な
が
ら
、心
安
ら
ぐ
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

の
で
き
る
場
所
を
提
供
す
る
こ

と
で
、子
ど
も
の
持
つ
未
来
へ
の

可
能
性
を
、少
し
で
も
広
げ
ら
れ

た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
笑
顔

で
語
り
ま
す
。

　
親
子
6
人
で
参
加
し
た
西に

し
や
ま山

絵え

み美
さ
ん（
井
原
町
）は「
同
じ
テ

ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
利
用
者
同
士

話
を
し
な
が
ら
食
事
を
す
る
と
、

気
持
ち
が
和
ら
い
で
、家
族
に
な

っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。



田た
な
か中�

郁い
く
み美

さ
ん　

�

（
七
日
市
町
）

立派な
介護福祉士
になる

石い
し
だ田�
高た
か
ひ
ろ裕

さ
ん�

　
（
高
屋
町
）

周囲の人に
頼られる
大人になる

長は
せ
が
わ
谷
川�

貴た
か
ひ
ろ大

さ
ん�

　
（
美
星
町
）

社会に貢献
できる研究
者になる

青あ
お
き木�

佐さ

き季
さ
ん�

　
（
野
上
町
）

幅広い分野で
活躍できる
声優になる

インタビュー

新成人に夢や目標を聞きました。

あなたの夢は
何ですか？

成人式実行委員のみなさん

　1月8日、市民会館を会場に｢第64回井原市成人式｣が行われ、
真新しいスーツや華やかな着物に身を包んだ新成人約360人が
出席しました。大人の仲間入りをした新成人たちは、明るい
未来に向けて気持ちを新たにしていました。

第
64
回
井
原
市
成
人
式

新成人のみなさん、
おめでとうごさいます!!

   平成29年2月（4）



鈴す
ず
お
か岡�

勇ゆ
う
じ次

さ
ん�

　
（
西
江
原
町
）

家族を大切
にできる
大人になる

三み
や
け宅�

圭け
い
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん�

　
（
芳
井
町
）

生徒一人一人
を大切にでき
る教師になる

笹さ
さ
い井�

悠ゆ

り里
さ
ん�

　
（
木
之
子
町
）

かわいい
お嫁さん
になる

岡お
か
だ田�

佳か
す
み純

さ
ん�

　
（
門
田
町
）

患者さんの心
に寄り添える
看護師になる

宮み
や
ざ
き﨑�

里り

ほ帆
さ
ん�

　
（
下
稲
木
町
）

明るくて
元気な
保育士になる

祝

感謝と希望を胸に、
今、新たな一歩・・・。

成人

（5） 　　　　　　　  平成29年2月



　
1
月
15
日
、市
民
会
館
を
会
場
に
、

平
成
29
年
井
原
市
消
防
出
初
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

瀧
本
市
長
が「
不
屈
の
消
防
精
神
の

も
と
、
地
域
住
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
た
め
、ご
精
進
く
だ
さ
い
」と

式
辞
を
述
べ
た
後
、
志
多
木
消
防

団
長
が
訓
示
を
行
い
、市
内
各
地
区

の
消
防
団
員
、女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
、

消
防
職
員
な
ど
約
７
5
０
人
が

地
域
防
災
力
向
上
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
１
８
９
人

と
６
分
団
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

※
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
下
記
の
と
お
り
。

敬
称
略
、（
）内
は
分
団
名・消
防
組
合
の
略
。

井
原
市
消
防
出
初
式

《
岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰
》

功
労
章

　

�

内
山
博
則（
高
）・吉
岡
正
登（
荏
）・

三
宅
秀
樹（
野
）・髙
出
昌
明（
三
）・

久
保
文
徳（
美
一
）

表
彰
章

　

�

株
丹
貴
生（
井
）・
大
本
正
直
・

難
波
伸
治（
出
）・妹
尾
治
樹（
大
）・

児
玉
真
一（
稲
）・鳥
越
靖
弘（
県
）・

藤
井
智
之（
木
）・
宗
髙
信
行

（
西
）・
寺
岡
靖
洋（
青
）・
藤
井

雅
則
・
小
谷
孝
治（
芳
）・
金
澤

良
行（
共
）・吉
実
満
則（
美
一
）・

瀧
本
智
之・原
田
浩
二（
美
二
）・

岡
田
智
行（
消
組
）

青
年
章

　

�

藤
原
元
文（
木
）・妹
尾
公
人（
芳
）・

竹
井
政
善（
美
一
）

精
勤
章

　

�

森
下
和
行（
出
）・
上
野
量
弘
・

川
上
素
玄（
稲
）・生
駒
祥
隆（
県
）・

内
田
和
孝（
木
）・
宮
田
充
也・

房
野
博
文（
荏
）・
三
宅
直
樹・

寺
岡
直
樹（
野
）・
西
田
典
弘
・

三
宅
誠・三
宅
宏
明・藤
井
雅
俊

（
青
）・藤
井
隆・早
川
達
也・藤
本

哲
史・三
宅
豊・大
山
和
美（
芳
）・

山
本
尚
昭
・
池
田
弘
昭（
明
）・

三
原
比
東
志・
奥
本
修
一・
新
田

進
一（
共
）・
花
田
聡
一
・
竹
井

高
徳・仕
田
原
義
浩・三
村
将
之・

藤
井
裕
一
郎（
美
一
）・山
室
直
樹・

竹
井
一
茂
・
内
田
淳
一
・
坂
川

茂
寿・
岡
本
太
郎・
川
上
龍
児

（
美
二
）

《
岡
山
県
知
事
表
彰
》

永
年
勤
続
功
労
章

　

�

平
井
達
也（
明
）

優
良
消
防
団
員
章

　

�

塩
飽
秀
久（
井
）・槇
矢
徹（
出
）・

新
田
進
一（
共
）・花
田
聡
一（
美
一
）

《
備
中
地
区
消
防

連
絡
協
議
会
長
表
彰
》

優
良
消
防
職
団
員
表
彰

　

�

中
村
秀
信（
高
）・高
原
弘
幸（
大
）・

重
政
大
作（
荏
）・片
山
嘉
明（
野
）・

多
賀
大
祐
・
福
間
雄
彦（
芳
）・

池
田
早
人（
美
一
）・
山
本
勝
巳

（
美
二
）・友
國
道
広（
消
組
）

《
市
長
表
彰
》

優
良
団
員
表
彰

　

�

三
宅
眞・
竹
内
誠・
岩
本
譲
太

（
井
）・大
本
正
直（
出
）・吉
川
孝
治

（
高
）・大
村
裕
司（
大
）・津
組
敏
晴

（
稲
）・藤
井
宏
一（
県
）・藤
井
晃
治

（
木
）・馬
越
和
男（
荏
）・片
山
義
幸・

藏
内
秀
和（
西
）・�

↖
左
上
へ
続
く

地
域
防
災
力
の
向
上
へ 

決
意
新
た

   平成29年2月（6）   平成29年2月（6）



《
消
防
団
長
表
彰
》

優
良
団
員
表
彰

　

�

山
下
剛・土
井
章
弘・瀬
藤
慎
二・

吉
田
真
介（
井
）・
竹
本
大
稚
・

道
城
和
雅
・
平
川
裕
一（
出
）・

倉
田
真
吾
・
長
川
征
史
・
高
橋

亮
多
・
中
村
数
利（
高
）・
岡
本

光
正・
猪
原
元
晴・
高
原
辰
美

（
大
）・西
雅
樹・秀
平
智
宏（
稲
）・

岡
本
好
範
・
安
原
由
弘
・
河
野

兼
三（
県
）・
川
上
絢
也
・
内
田

和
伸
・
今
井
宏
貴（
木
）・
唐
木

航
太・
藤
井
佑
一・
樫
原
裕
征

（
荏
）・
岡
本
洋
三・
本
多
功
坪・

松
本
伸
幸
・
片
山
寿
大（
西
）・

藤
原
章
隆・片
山
繁（
野
）・三
宅

信
次・
井
上
航
輔・
飛
田
幸
二

（
青
）・
佐
藤
英
弘・
片
岡
秀
仁・

渡
邊
良
夫・東
克
哉・今
井
春
樹

（
芳
）・
赤
塚
雄
太・
三
宅
将
也

（
明
）・
廣
嶋
恒
義・
田
口
裕
治

（
共
）・
佐
藤
憲
次・
佐
藤
正
志・

山
室
輝
幸・
花
田
浩
司（
美
一
）・

山
室
貴
成
・
瀬
尾
宗
正
・
坪
倉

好
徳・
田
辺
清
明・
吉
村
政
由・

原
田
裕
行（
美
二
）

永
年
勤
続
表
彰

　

�

藤
代
俊
昭（
出
）・
川
崎
敬
史

（
高
）・安
原
義
紀
・
入
江
信
行
・

寺
岡
誠
治
・
高
原
圭
史
・
崎
谷

剛（
大
）・三
瀬
幸
和（
稲
）・森
岡

知
義（
県
）・
大
月
雅
浩（
木
）・

河
原
真
・
渡
辺
正
則（
荏
）・

　

�

稲
本
陽
平（
野
）・
寺
岡
英
明

（
青
）・
三
宅
修
司・
川
上
泰
起・

河
合
史
成（
芳
）・
三
好
啓
央

（
明
）・
奥
本
修
一（
共
）・
川
上

雅
巳・
河
上
泰
也・
山
室
裕
路

（
美
一
）・竹
井
一
茂・坂
屋
宣
行・

原
田
正
道（
美
二
）

《
消
防
長
表
彰
》

無
火
災
分
団
表
彰

　

�

大
江
分
団・荏
原
分
団・西
江
原

分
団・
青
野
分
団・
明
治
分
団・

共
和
分
団

武
智
義
仁・
藤
岡
直
行・
菊
地

章
・
猪
原
辰
彦
・
藏
内
秀
和・

井
上
一
司
・
池
田
周
史（
西
）・

三
宅
信
次
・
井
上
航
輔
・
飛
田

幸
二（
青
）・
山
成
恭
弘
・
三
宅

浩
之
・
初
崎
寛
志
・
西
田
克
己・

河
合
健（
芳
）・藤
井
康
弘（
明
）・

廣
嶋
恒
義
・
田
口
裕
治（
共
）・

山
室
敦
哉（
三
）

同
配
偶
者
感
謝
状

　

�

藤
代
聡
美
・
川
崎
恵
理
・
安
原

由
利
香
・
入
江
綾
子
・
三
瀬

真
紀・
森
岡
弥
子・
大
月
直
子・

河
原
典
子
・
渡
辺
美
幸
・
武
智

早
苗・藤
岡
裕
江・菊
地
佐
智
子・

猪
原
ゆ
か
り
・
藏
内
瑞
枝
・

池
田
と
も
え
・
井
上
公
美
・

飛
田
や
よ
い
・
山
成
佳
代
・

廣
嶋
小
百
合
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〝
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
〟を
ご
存
じ
で
す
か
？

援
助
が
必
要
な
方
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す

　
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
く
て
も
、
周
囲
か
ら
の
配
慮

や
援
助
が
必
要
な
方
が
い
ま
す
。

　
困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
声
を
掛
け
る
な
ど
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク・
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
は
、
左
記
の
窓
口
に
て

無
償
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
の
際
に
、
障
害
な
ど
の

程
度
が
分
か
る
も
の
が
あ
る

場
合
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請・問
い
合
わ
せ
先

1
階
、福
祉
課（
☎
�
９
５
１
８
）

　
芳
井
振
興
課（
☎
�
０
１
１
０
）

　
美
星
振
興
課（
☎
�
３
１
１
２
）

▲ヘルプカード

▲ヘルプマーク

◆
ど
ん
な
援
助
が
必
要
な
の

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
裏
面
や
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

に
は
、
必
要
な
援
助
の
内
容
が
記
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
な
ど
に
は
、
安
全

に
避
難
す
る
た
め
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ど
ん
な
人
が
付
け
て
い
る
の

　
内
部
障
害
、内
部
疾
患
、視
覚・聴
覚
障
害
、

発
達・
知
的
障
害
、
認
知
症
、
難
病
、
義
足
や

人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
、
手
術
後
間
が

な
い
、
妊
娠
初
期
、
な
ど
の
人
で
す
。

　
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
は
、気
温
が
上
が
り
、水
田
に
水
が
張
ら
れ
る

頃
に
活
動
を
開
始
し
、水
路
な
ど
か
ら
取
水
に
よ
っ
て
水
田
に
侵
入

す
る
た
め
、冬
場
か
ら
取
水
期
に
か
け
て
の
対
策
が
重
要
で
す
。

①
水
田
の
耕
う
ん

�

・�

寒
気
に
さ
ら
し
、
越
冬
す
る

成
貝
を
減
ら
す

②�

用
排
水
路
の
溝
さ
ら
い
・

不
要
な
水
の
排
水

�

・�

越
冬
す
る
成
貝
の
生
息
場
所

を
無
く
す

◆
冬
場
の
対
策

◆�

取
水
期
の
対
策

①
卵・成
貝
の
防
除

�

・�

水
田
の
周
り
や
水
路
の
壁
面

に
産
み
付
け
て
あ
る
卵
塊
は

水
中
へ
払
い

落
と
し
て

ふ
化
を
防
ぎ

成
貝
は
捕
殺

す
る

②
水
路
か
ら
の
侵
入
防
止

�

・�

取
水
口
と
排
水
口
に
金
網
や

ネ
ッ
ト(

５
㎜

以
下
の
細

か
い
目)

を

設
置
す
る

　

　
対
策
は
、
一
部
の
み
の
実
施

で
は
、
な
か
な
か
効
果
が
あ
が

り
ま
せ
ん
。

地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

問
2
階
、農
林
課（
☎
�
９
５
２
２
）

　
県
備
中
県
民
局

井
笠
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
６
５・６
９・１
６
５
２
）

③�

耕
う
ん
機・ト
ラ
ク
タ
ー
の

泥
落
と
し

�

・�

複
数
の
水
田
間
で
農
業
機
械

を
使
用
す
る
場
合
、移
動
前
に

タ
イ
ヤ
や
爪
な
ど

に
付
着
し
て
い
る

泥
を
よ
く
落
と

し
、成
貝
や
卵
を

意
図
せ
ず
別
の

水
田
に
持
ち
込
む

こ
と
を
防
ぐ

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）

被
害
防
止
対
策（
そ
の
２
）

２月交
付開始福
祉
課・各
支
所
で

交
付
し
て
い
ま
す

   平成29年2月（8）



　番組では、視聴者からのお手紙で旅のルート
を決定するため、市内の「忘れられない場所、
風景」にまつわるお手紙を募集しています。

ＮＨＫ-ＢＳ
プレミアム

お手紙募集

応募方法　�次の内容を記入した〝お手紙〟を郵送
またはFAX（03-3465-1327）で応募

　�住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思い出の
場所・風景、場所にまつわるエピソード

送�付�先　�〒150-8001� � � �
ＮＨＫ「こころ旅」係

応募期限　3月13日（月）必着
放送予定　�4月17日（月）～21日（金）� � �

7時45分～
問�地域創生課（☎�8850）� � � �
NHKふれあいセンター（☎050-3786-5000）

4月上旬収録予定！

写真提供：NHK

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や
そ
の
家
族
の
自
宅
を
訪
問
し
、
本
人

の
様
子
の
確
認
や
家
族
へ
の
助
言
な
ど
を
行
い
、
必
要
な
医
療
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付
け
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

「
認
知
症
か
な
」、「
認
知
症
の

症
状
に
対
応
で
き
な
い
」と

思
っ
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問�

２
階
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
�
９
５
５
２
）

「
認
知
症
か
も
」と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
を

�

・�

在
宅
の
40
歳
以
上
の
人
で
、認
知

症
が
疑
わ
れ
る
人

�

・�

認
知
症
の
人
で
、医
療
サ
ー
ビ
ス

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
な
い
人　
　
　
　
　
な
ど

◆
支
援
の
対
象
者

①�

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の

チ
ー
ム
員
が
自
宅
を
訪
問
し
、

本
人
や
家
族
か
ら
生
活
の
様
子

や
困
り
ご
と
の
聞
き
取
り

②�

認
知
症
専
門
の
医
師
を
含
め
た

チ
ー
ム
員
会
議
で
、今
後
の
支
援

方
針
な
ど
を
検
討

③�

チ
ー
ム
員
会
議
で
検
討
し
た

方
針
に
従
い
、
医
療
機
関
へ
の

受
診
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

勧
奨
、
家
族
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
の
支
援

④�

医
療・介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

安
定
し
た
場
合
は
、
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
引
き
継
ぎ

◆
支
援
の
内
容

医療・介護サービス利用

◆認知症初期集中支援チームの活動

①�訪問、�
聞き取り

？ ？
？

※
お
お
む
ね
６
か
月
の
期
間
で
、

集
中
的
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

③�医療機関への受診や介護
サービスの利用勧奨、家族
へのアドバイスなどの支援

④�担当ケアマネジャー
などに引き継ぎ

２月活
動開始

　

地域包括支援センター
認知症初期集中
支援チーム

相談「認知症かも…」

サービス利用が
安定

②�チーム員
会議

２月運
用開始

市ホームページを
リニューアルより快適に

　基本的なサイト構成は変更せず、新機能の
追加やデザインの一新を行いました。これにより、
年齢や障害の有無、閲覧する端末の機種にかか
わらず、さらに快適な閲覧が可能になりました。
新機能　�①文字サイズ・背景色の変更機能� �

②ルビ（ふりがな）振り機能� �
③�レスポンシブウェブデザイン（スマート
フォンやタブレットなど、端末の機種に
応じて、表示が自動的に最適化する機能）

ホームページアドレス
　� http：//www.city.ibara.okayama.jp

問3階、企画課（☎�9511）
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   平成29年2月（10）

す
く
す
く

子育てページ

わがやの
げんきっこ

父：好範さん、母：綾子さん
からのメッセージ

「ねぇねぇと
仲良く元気に大きくなってね」

岡
おかもと

本 実
み お

桜ちゃん
（平成26年5月27日生）

【門田町】

橋
はしもと

本 燈
ひ な

奈ちゃん
（平成28年8月1日生）

【井原町】

父：啓さん、母：知聡さん
からのメッセージ

「パパと同じ誕生日‼パパに似て
優しくて、明るい子になってね」

日 時 内 容 ところ 主 催

2日㈭ 10時～
おはなし
こどもの発達とあそび第2回
洲脇美智子先生

高屋南保育園 たかや子育て支援センター

3日㈮ 10時～ 講習「絵本の読み聞かせ」 井原保健センター
２階集会室 つどいの広場

7日㈫ 10時～ 作って遊ぼう！ 井原児童会館 井原市子育て支援センター

9日㈭
10時～ ゆ～らゆら

モビールを作ろう！ 高屋公民館集会室 たかや子育て支援センター

10時30分～ おおきくなったね♡ 芳井児童会館 芳井児童会館

10日㈮ 10時30分～ おおきくなったね♡ 井原児童会館 井原児童会館

13日㈪ 13時30分～ おひさまバースデー つどいの広場 つどいの広場

15日㈬
10時～ ボールDEあそぼう！！ 高屋南保育園園庭 たかや子育て支援センター

10時30分～ おおきくなったね♡ 高屋児童会館 高屋児童会館

21日㈫ 10時～ ボールDEあそぼう！！ 高屋南保育園園庭 たかや子育て支援センター

22日㈬ 10時～ 思い出パーティー♪ 甲南保育園 井原市子育て支援センター

23日㈭ 10時30分～ おおきくなったね♡ 木之子児童会館 木之子児童会館

井原児童会館� （☎� 8117）
井原市子育て支援センター� （☎� 4970）
木之子児童会館� （☎� 4404）
高屋児童会館� （☎� 3760）
たかや子育て支援センター� （☎� 0102）
つどいの広場� （☎� 7708）
芳井児童会館� （☎� 1312）3月

予防接種は受けていますか

●予防接種で予防・症状の軽減が期待できる感染症（一例）

問健康医療課（☎�8224）

　予防接種については、それぞれに対象年齢が定められています。
必要な予防接種を受けているか、母子健康手帳で確認しましょう。
なお、医療機関で予防接種を受ける際には、必ず事前に予約を
してから受診してください。

～集団生活が始まる前に受けましょう～
　予防接種は、感染症にかかる前にワクチンによって免疫を
付けることで、感染症の発症予防と軽症化を図るものです。
　子どもは大人に比べて免疫力が低く、重症化しやすいと言われ
ています。保育園や幼稚園、小学校など集団で生活することが
多い子どもたちは、感染症にかかる機会も多くなります。早め
に接種して、子どもの健康を守りましょう。

MR混合ワクチン
麻しん（はしか）

風疹

BCGワクチン
結核

日本脳炎ワクチン
日本脳炎

水痘ワクチン
水痘（水ぼうそう）
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い
き	
い
き

健康ページ

わらって
げんきアップ

内
ないとう

藤 光
みつのり

則さん
【木之子町】

　歌うことが好きで、カラオケ教室に
通っています。人前で歌うと緊張しま
すが、拍手をもらえるととても気持ち
がいいです。これからも練習を続けて、
来年もまた新しい歌を披露したいです。
（いばらサンサン交流館教室発表会にて）

　月に2回の介護予防講座で、先生
から優しく丁寧な指導を受けました。
そのおかげで、体が軽くなり、気持ち
も明るくなりました。これからも介護
が要らないよう、健康で長生きしたい
です。（元気ばんざい！楽々講座にて）

中
なかもと

本 澄
す み こ

子さん
【美星町】

心は元気ですか

　日本の自殺者数は年々減少傾向にありますが、本市では
過去5年にわたり、年間10人前後の人たちがその尊い命を
自ら亡くされています。自殺の多くは、健康や家庭、経済的
な問題などさまざまな悩みが複雑に関係し、心理的に追い
込まれた末の死と考えられています。

　この機会に、自分自身や身近な人の大切
な命について振り返ってみませんか。　
つらいこと、苦しいことは抱え込まず、
相談しましょう、あなたには相談できる
人がいます。

心を元気にするコツ
　心の健康を保つためには、多くの要素がありますが、まず
心身の疲労回復と休養は欠かせません。また、適度な運動や、
バランスの取れた食生活は体だけでなく心の健康においても
重要な基礎となるものです。十分な睡眠を取り、ストレスと
上手に付き合うコツを身に付け、心を元気にしましょう。

相談窓口 電話番号 相談時間 相談内容

岡山いのちの電話 086-245-4343 24時間 自殺防止

こころの電話相談 086-272-8835
月・水・木曜日
9：30～12：00、
13：00～16：00

心の健康

よりそいホットライン 0120-279-338 24時間 DV・性別問題�

健康医療課 62-8224
月～金曜日（祝日・
年末年始を除く）
8：30～17：15

総合相談

□心の問題に関心を持つ
□１日１回笑顔をつくる
□適度な睡眠と休養を取る
□適度な運動を行い、健康的な食生活を送る
□自分にあったストレス対処法やリラックス法を身に付ける
□自分の考えや気持ち、感情を話せる人をつくる
□家族や身近な人の心の変化に気を配り、声掛けをする
□子どもの心と向き合う時間を確保する
□趣味や生きがい、楽しみを持つ

～３月は自殺対策強化月間です～

問健康医療課（☎�8224）



今
月
の
笑
顔

市民の 
 ひ ろ ば

  このページでは、
皆さまから寄せられた作品を
紹介します。

1/29��晴れの国岡山駅伝
競走大会

2/1��市子育て支援センター�
豆まきごっこ

1/28��まなびフェスタ
inいばら

   平成29年2月（14）

畑は
た
な
か中�

泰た
い
こ子
さ
ん�（
西
江
原
町
）

『
年
頭
の
思
い
』�

絵
手
紙

絵
手
紙
の〝
ヘ
タ
で
よ
い
〟に
ひ
か

れ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、毎
回
、

戸
惑
っ
て
い
ま
す
。

髙
たかむら
村�都

みやこ
さん�（上出部町）

『酉』�パッチワーク�

年の初めに干支を飾りたいと
思って作りました。

猪い
の
は
ら原�

郁い
く
こ子
さ
ん�（
木
之
子
町
）

『
マ
ン
ト
』�

編
物

気
軽
に
羽
織
る
こ
と
が
で
き
、襟
付
き
で
温

か
く
、お
気
に
入
り
の
自
信
？
苦
心
作
で
す
。

白
い
花
が
映
え
る
よ
う
に
、
バ
ッ
ク
の
色
の
濃
さ
に
気
を

使
い
な
が
ら
描
き
ま
し
た
。

『
木
蓮
に
小
鳥
』�

水
墨・淡
彩
画

三み
や
け宅�

尉や
す
み
ち道
さ
ん�（
高
屋
町
）

澤
さわだ
田�惠

え み こ
美子さん�（高屋町）

『ポンちゃん』�水彩画�

今は亡きわが家の愛犬です。主人
の要望に応えて描いてみました。

山や
ま
お
か岡�

朗さ
え
こ子
さ
ん�（
井
原
町
）

『
花
の
バ
ッ
グ
』�

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク�

お
気
に
入
り
の
バ
ッ
グ
完
成
。こ
れ
を

持
っ
て
少
し
若
返
っ
た
私
に
変
身
で
す
。

短　
歌指

折
り
て 

歌
を
詠
み
ゐ
る 

幼
き
子

　
　
　
　
　
　

日
曜
の
朝
の 

団
欒
の
な
か

廣ひ
ろ
は
た畑�

悦え
つ
こ子
さ
ん�

（
野
上
町
）

高
齢
者 

健
康
な
ら
ば 

夢
も
み
る

　
　
　
　
　
　

夢
に
向
か
っ
て 

挑
戦
し
よ
う

小お
ぐ
ら倉�

誠せ
い
ぞ
う造
さ
ん�

（
芳
井
町
）

俳　
句早

春
の 

水
面
か
が
や
き 

投
網
打
つ

坂さ
か
も
と本�

一か
ず
え惠
さ
ん�

（
井
原
町
）
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情報のひろば市役所の休日・夜間電話 井原市役所：TEL�9555 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111

子ども医療費助成制度 
～中学生以下の子どもの医療費を助成しています～

　子ども医療費助成制度とは、市内に住民登録が
ある中学3年生修了時（満15歳に達する日以後の
最初の3月31日）までの子どもが医療機関で受診した
ときに、保険診療の自己負担分を助成するものです。
※生活保護受給者など健康保険の適用のない場合
は対象になりません。

●受給資格者証の交付申請をするとき
�・���子どもが生まれたとき
�・���転入したとき
必要書類　印鑑、子どもの保険証

●届け出が必要なとき
�・���住所、氏名および加入している健康保険に変更
があったとき
�・���交通事故などが原因で負傷し、受給資格者証を
使って受診したとき

●医療費助成を受ける方法
��

※県外の医療機関では受給資格者証は使用できま
せん。
�※「子ども医療費給付申請書」は子育て支援課、各
支所にあります。
�※払戻しの申請は受診日から1年以内にしてくだ
さい。
�※入院などで医療費が高額になり、高額療養費・
附加給付に該当する場合は、先に加入している健康
保険の保険者への請求が必要です。

問1階、子育て支援課（☎�9517）
芳井振興課（☎�0110）
美星振興課（☎�3112）

�・���県内の医療機関で、受給資格者証と健康保険証を
窓口に提示して受診した場合

� 原則、医療費（保険診療分）の自己負担なし

�・���県外の医療機関で受診した場合
�・���県内の医療機関で受診し、健康保険証のみ提示
した場合

①医療機関の窓口でいったん料金を支払い
②�「子ども医療費給付申請書」に記入押印の上、　
医療機関の証明を受けるか領収書を添付して
子育て支援課、各支所へ申請

③後日、指定の口座へ振り込み

申込方法　�履歴書（市販可）に記入の上、左上余白
に職種を記載して提出（併願不可）

※履歴書は、総務課、各支所で配布しているほか、
市ホームページからダウンロードできます。
申込締切　2月24日（金）　必着
試験日時・会場　申込者に別途通知
試験方法　適性検査、面接試験
申込・問い合わせ先
　　　　〒715-8601�井原町311番地1

　　　　3階、総務課職員係（☎�1459）

　市では、4月1日付採用の嘱託職員を募集
しています。

市嘱託職員募集

※職種により受験資格、
勤務条件などが異なり
ますので、市ホームページ
をご覧いただくか、お問い
合わせください。

職　種（勤務場所） 募集人数
① 保育士（甲南・芳井保育園） 7人

② 児童厚生員（市内児童会館） 1人

③ 保健師（市民課ほか） 2人

④ 社会福祉士（介護保険課） 1人

⑤ 生活相談員（兼）支援員（偕楽園） 1人

⑥ 図書館司書（市内図書館） 1人
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■入居期日　4月1日（土）　■申込締切　3月3日（金）
※申し込みに必要な書類がありますので、早めにお問い合わせください。

問２階、都市建設課（☎�9527）

公 営 住 宅
入居者募集
情　　報

住　宅　名 構　造 その他 戸数

一般住宅（家賃は入居される世帯の収入や住宅の条件によって設定されます）

折口①（大江町） コンクリートパネル造・2階建 2DK（単身可） 2戸

折口②（大江町） 鉄筋コンクリート造・4階建 3DK（単身可） 1戸

祝部（東江原町） 鉄筋コンクリート造・4階建 3DK（単身可） 5戸

向町（井原町） 鉄筋コンクリート造・5階建 3DK（単身可） 1戸

西方（西方町） 鉄筋コンクリート造・4階建 3DK（単身不可） 4戸

青野（青野町） 木造・平屋建 3DK（単身不可） 1戸

匠（下稲木町） 鉄筋コンクリート造・4階建 3DK（単身不可） 8戸

新町（井原町） 鉄筋コンクリート造・3階建 3DK（単身不可） 2戸

青野寿恵宗（青野町） 木造・平屋建 3LDK（単身不可） 1戸

野上（野上町） 木造・平屋建 3LDK（単身不可） 1戸

細見（野上町） 木造・平屋建 3LDK（単身不可） 5戸

県営（井原町） 鉄筋コンクリート造・3階建 3DK（単身不可） 3戸

日南（芳井町上鴫） コンクリートブロック造・平屋建 3DK（単身不可） 1戸

美星（美星町星田） コンクリートブロック造・平屋建 3DK（単身不可） 1戸

布東（美星町大倉） 木造・平屋建 3DK（単身不可） 1戸

身体障害者用車いす仕様住宅（家賃は入居される世帯の収入や住宅の条件によって設定されます）

折口（大江町） コンクリートブロック造・平屋建 2DK（単身可） 1戸

西方（西方町） 鉄筋コンクリート造・4階建 3DK（単身可） 1戸

単市・特定公共賃貸住宅（家賃定額）

リビエールたかや（高屋町） 鉄筋コンクリート造・3階建 1K（単身者用）、月額：30,000円 1戸

よしいハイツ（芳井町宇戸川）鉄筋コンクリート造・3階建 3LDK（単身不可）、月額：38,000円 2戸

熊石田Ⅱ（美星町星田） 木造・平屋建 3LDK（単身不可）、月額：42,000円 1戸

熊石田Ⅲ（美星町星田） 木造・2階建 3LDK（単身不可）、月額：47,000円 1戸

地上1m
単位：μsv/h
（マイクロシーベルト/時間）
測定日：2月1日
測
定
値

市役所 0.077
芳井支所 0.069
美星支所 0.076

＜参考＞
県のモニタリングポスト
での過去の平常値
0.043～0.104μsv/h
問�2階、環境課

（☎�9515）

大気中の放射線量の測定結果
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平
成
22
年
4
月
2
日
か
ら

23
年
4
月
1
日
ま
で
に
出
生

さ
れ
た
お
子
さ
ま
の
就
学
通
知

書
を
1
月
末
に
発
送
し
ま
し
た
。

　
該
当
の
人
で
、
ま
だ
通
知
書

が
届
い
て
い
な
い
人
は
、
至
急

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
4
階
、
学
校
教
育
課

（
☎
�
９
５
３
２
）

　

事
業
計
画
区
域
拡
大
に
伴

う
公
共
下
水
道
・
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
事
業
計
画
案

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

意
見
が
あ
る
人
は
、
縦
覧

期
間
中
に
縦
覧
場
所
へ
意
見
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

と　
き　
2
月
21
日（
火
）

�

～
3
月
6
日（
月
）

情報のひろば市役所の休日・夜間電話 井原市役所：TEL�9555 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111

お
知
ら
せ

小
学
校
の
就
学
通
知
書
は

届
き
ま
し
た
か

下
水
道
事
業
計
画
の
縦
覧

消防署からのお知らせ 
●春季全国火災予防運動
消しましょう　その火その時　その場所で

（平成28年度全国統一防火標語）
　3月1日（水）から7日（火）までの1週間、春季
全国火災予防運動が展開されます。空気が乾燥
し、火災の起こりやすい季節です。各家庭におい
て次の「住宅防火�いのちを守る�7つのポイント」
―３つの習慣・4つの対策―に注意
して火を取り扱ってください。

●�「動物追い払い花火」は注意事項を守って
安全に！

　有害鳥獣などを追い払うために使わ
れる動物追い払い花火の使用中に、持ち
手付近が破裂し、指を欠損するなどの
事故が全国的に相次いで発生しています。

※注意事項
①��当該花火は、原則、手に持って使用
しないこと

②�やむを得ず手に持って使用する場合は、販売業
者が提供する専用の手持ち用ホルダーを使用
し、慎重に取り扱うこと

③��ホルダーは、底面を体に向けず、できる限り
体から離して使用すること

④�ホルダーに変形、さび、ひび割れなどの異常
があるものや、過去に一度でもホルダー内部で花
火が破裂するなど異常燃焼したものは、使用しな
いこと
⑤�ホルダーは、花火が手元で破裂などした場合
の被害を軽減することはできるが、被害を完
全に防止することはできないため、ゴーグル、
耳栓、革手袋などの防護具を併用すること

◀
持
ち
手
が
破
裂

問消防本部予防課（☎�9402）

○�寝たばこは、絶対しない
○�ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する

○�ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず
火を消す

3つの習慣

○�逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
設置する

○�寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐ
ために、防炎品を使用する

○�火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
などを設置する

○�お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣
近所の協力体制をつくる

4つの対策

火災の起こりやすい季節、十分に注意しましょう

※
た
だ
し
、土
日
は
除
き
ま
す
。

縦
覧
場
所　
下
水
道
課

問�

下
水
道
課（
☎
�
０
１
７
６
）

　
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助

金
の
申
請
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
予
約
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

補�
助
対
象　
平
成
29
年
度
中
に

公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
外

の
専
用
住
宅
に
10
人
槽
以
下

の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
合

※
28
年
度
末
に
公
共
下
水
道
の

認
可
区
域
が
拡
大
さ
れ
、
補
助

対
象
区
域
か
ら
外
れ
る
区
域
が

あ
り
ま
す
。

補�

助
限
度
額　

�

・�

5
人
槽　
33
万
2
千
円

�

・�

7
人
槽　
41
万
4
千
円

�

・�

10
人
槽　
54
万
8
千
円

�

・�

単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去

　
9
万
円

　
（
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に

　

伴
う
完
全
撤
去
の
場
合
に

　
限
る
）

※
助
成
件
数
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。

問
下
水
道
課（
☎
�
０
１
７
６
）

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
補
助
金
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・高
校
生
以
外

　
　
地
域
創
生
課
へ
申
し
込
み

問
地
域
創
生
課（
☎
�
８
８
５
０
）

　
あ
な
た
も
出
演
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　
き　
4
月
9
日（
日
）

と
こ
ろ　
市
民
会
館

演　
目

　
舞
踊
、
詩
吟
、
民
謡
、
三
曲
、

　
大
正
琴
、
傘
踊
り
な
ど

※
1
団
体
10
分
以
内
ま
た
は

1
曲
ま
で
で
す
。

対　
象

　

市
内
在
住
、通
勤
、通
学
ま
た

　
は
市
文
化
協
会
会
員
の
人

申
込
締
切　
3
月
2
日（
木
）

申
込
方
法　
市
民
会
館
に
申
込

　
書
を
提
出

問
市
民
会
館（
☎
�
３
３
１
３
）

　
美
星
星
空
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
区
画　
10
区
画

面　
積　
34
㎡
～
47
㎡

利
用
料　
（
年
間
）

　
8
，８
０
０
円
～

１
１
，４
０
０
円

※
水
道
利
用
料
と
農
機
具
な
ど

の
貸
出
料
は
無
料
で
す
。

貸
付
期
間　
4
月
1
日（
土
）～

�

平
成
31
年
3
月
31
日（
日
）

申
込
方
法　

美
星
振
興
課
に

申
込
書
を
提
出

問
美
星
振
興
課（
☎
�
３
１
１
３
）

と　
き・と
こ
ろ

　
3
月
11
日（
土
）

　
①�

芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

10
時
～
11
時
50
分

　
②�

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原

13
時
30
分
～
15
時
25
分

市
内
の
事
業
所
を
知
ろ
う　

　
市
内
の
事
業
所
を
知
り
、円
滑

な
就
職
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
合
同
企
業
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
3
月
18
日(
土)　

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ

　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

内　
容　
市
内
事
業
所
に
よ
る

　
会
社
概
要
の
説
明

※
学
生
お
よ
び
高
校
生
は
、就
職

適
正
検
査「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
」を
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

対　
象　
高
校・大
学
生
、Ｕ
Ｉ

　
タ
ー
ン
で
市
内
で
の
就
職
を

　

希
望
す
る
人
、
再
就
職
を

　
希
望
す
る
女
性
な
ど

※
保
護
者
の
参
加
も
可
能
で
す
。

参
加
料　
無
料

申
込
方
法

　
・高
校
生　
学
校
へ
申
し
込
み

内　
容　

　
①「
父
と
暮
せ
ば
」

　

�　
原
爆
で
家
族
や
友
を
失
い
、

自
分
だ
け
が
生
き
残
っ
た
罪

悪
感
に
苛
ま
れ
る
美
津
江
の

前
に
、
亡
く
な
っ
た
は
ず
の

父
が
現
れ
る
。
広
島
原
爆
を

背
景
に
描
く
、
心
温
ま
る
父

と
娘
の
物
語
で
す
。

　
（
出
演
／
宮み

や
ざ
わ沢

り
え
、原は

ら
だ田

芳よ
し
お雄

、

　
浅あ

さ
の野
忠た

だ
の
ぶ信�

ほ
か
）

　
②「
み
す
ゞ
」

　

�　
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
活
躍
し
た
童
謡

詩
人
金か
ね
こ子
み
す
ゞ
。
短
く
も

波
乱
に
満
ち
た
金
子
み
す
ゞ

の
生
涯
を
描
い
た
伝
記
映
画

で
す
。

　
（
出
演
／
田た

な
か中
美み
さ
と里
、
中な
か
む
ら村

　
嘉か

つ

お
葎
雄
、
永な
が
し
ま島
暎え
い
こ子
ほ
か
）

入
場
料　
無
料

問�

生
涯
学
習
課（
☎
�
３
３
４
７
）

募

集

市
民
芸
能
祭
出
演
者

ベ
ン
ト

イ優
秀
映
画
鑑
賞
会

合
同
企
業
説
明
会

美
星
星
空
農
園
利
用
者

農業委員・農地利用最適化推進委員
募 集

2016美星空
そらそら
宙

ガールズミーティング
と　き
　平成28年10月1日
ところ
　�美星農村環境改善
センター、美星天文台

　平成28年度の宝くじ
助成を受け、下記の事業
を行いました。

問�美星振興課（☎�3113）

宝くじ
�助成事業

農業委員 農地利用最適化推進委員

資　　格 市内に住所を有する人で、農業に関する見識を
有し、職務を適切に行うことができる人

募集人数 16人 10人
任　　期 7月20日～平成32年7月19日（3年間）
申込期間 3月1日（水）～ 31日（金）

申込方法

農林課、各支所に備え付けの応募用紙または推薦
用紙に記入の上、持参もしくは郵送
※各用紙は市ホームページにも掲載しています。
※郵送の場合は3月31日（金）必着です。

申込・問い
合わせ先

〒715-8601�井原町311番地1
　　2階、農林課内農業委員会事務局（☎�9522）

　農業委員会に関する法律の改正と、現職委員の任期
満了に伴い、次の各委員を募集します。
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●
星
空
公
園
観
望
会

と　
き　
3
月
8
日（
水
）

19
時
～
20
時

※
雨
や
曇
り
、
雪
の
場
合
は

中
止
で
す
。

と
こ
ろ　
星
空
公
園

内�　
容　
星
空
公
園
の
60㎝
反
射

望
遠
鏡
で
月
や
オ
リ
オ
ン

座
の
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
、
星
団

な
ど
を
観
察

参
加
料　
無
料

●
市
民
無
料
公
開
日

と　
き　
3
月
17
日（
金
）

9
時
30
分
～
16
時
お
よ
び

18
時
～
22
時

9
時
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
で
す
。

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。た
だ
し
、

祝
日
は
開
館
し
、
翌
日
休
館
し

ま
す
。

入
館
料　

　
一
般　
４
０
０
円（
３
０
０
円
）

※（
）内
は
、
20
人
以
上
の
団
体

の
料
金
で
す
。

※
高
校
生
以
下
と
、
65
歳
以
上

の
人
は
無
料
で
す
。

問�

田
中
美
術
館（
☎
�
８
７
８
７
）

情報のひろば

座

教
室

講

市役所の休日・夜間電話 井原市役所：TEL�9555 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111

と
こ
ろ　
美
星
天
文
台

内　

容　
「
星
と
宇
宙
の
立
体

　

映
像
上
映
シ
ス
テ
ム（
４
Ｄ

　
２
Ｕ
）」の
投
影（
14
時
か
ら
）

　
や
、
夜
間
は
晴
れ
て
い
れ
ば

　
オ
リ
オ
ン
座
、
ふ
た
ご
座
、

　
し
し
座
な
ど
を
観
察

問�

美
星
天
文
台（
☎
�
４
２
２
２
）

中な
か
は
ら原
悌て
い
じ
ろ
う

二
郎
デ
ッ
サ
ン
展

　

大
正
期
に
活
躍
し
た
天
才

彫
刻
家
の
デ
ッ
サ
ン
を
展
示
し
、

そ
の
創
作
の
秘
密
を
明
ら
か
に

し
ま
す
。

と　
き　
2
月
17
日（
金
）～

4
月
23
日（
日
）

パ
ソ
コ
ン
講
座

�

（
エ
ク
セ
ル
2
日
間
）

と　
き　

　
3
月
5
日（
日
）、
12
日（
日
）

ど
ち
ら
も
9
時
～
15
時

と
こ
ろ　

　
芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は

　
通
勤
し
て
い
る
文
字
入
力
の

　
で
き
る
人

※
2
回
と
も
参
加
で
き
る
人
に

限
り
ま
す
。

募
集
人
数　
10
人
程
度

�

（
先
着
順
）

受
講
料　
１
，０
０
０
円

申
込
方
法

　

�

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
�
１
７
０
１
）、

ま
た
は
メ
ー
ル（y-shogai@

city.ibara.lg.jp)

で
芳
井
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み

問�

芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
１
７
０
０
）

美
星
天
文
台

芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
座

新築・増改築・給排水工事

㈱井原工務店
井原市上出部町628-2 ＴＥＬ62-3417

井原市に
根付く信頼

実績

井原駅より徒歩 2分

新築、リフォーム ご計画の方、
市からの補助金活用できます。
ご相談ください。

井原町（ハローズ井原店 北100m） TEL（0866）62-8111

有限
会社 大竹屋不動産
併設　佐藤雄一郎土地家屋調査士事務所

TEL（0866）63-3211

（アパート・マンション見学会実施中 !） 大竹屋不動産 検索

新築物件から3LDKまで物件豊富
今春のご結婚・ご就職・一人住まい始めたい！

田
中
美
術
館
企
画
展

問�1階、協働推進課（☎�9508）

協働のまちづくり
　　市民推進シンポジウム

と　き　�3月18日（土）　13時30分～16時
ところ　アクティブライフ井原
　　　　　　　　　　　メルヘンホール
内　容　
　●まちづくり事業成果発表
　　・�美星町自治公民館制度50周年記念

事業実行委員会
　　・井原町まちづくりの会
　　・いずえ地区まちおこし協議会
　　・大江まちづくり協議会
　●意見交換会
　●補助金審査委員長による講評
　　岡山NPOセンター代表理事兼
　　吉備国際大学特任教授　米

め ら
良�重

しげのり
徳氏

入場料　無料

美星町自治公民館制度
50周年記念事業実行委員会

大江まちづくり協議会

井原町まちづくりの会

�いずえ地区まちおこし
協議会

中
原
悌
二
郎《
自
画
像
》

▲



TM

谷本建設株式会社
井原市笹賀町 1593-2

暮らしをサポート

新築・リフォーム
下水道工事

のご相談は

TEL67-0484

谷本建設株式会社井原市シルバー人材センター
〒715-0006　
　井原市西江原町 2923－1

公益社団法人

ＴＥＬ62-8562

と　き　3月 13日（月）
　　　　13時 30分～
ところ　シルバー人材センター
対　象　おおむね 60歳以上

●入会説明会

会 員 募 集 中

スガナミ楽器 井原センター

★春のワクワク体験レッスン実施中!!

ヤマハ音楽教室・英語教室

（21） 　　　　　　　  平成29年2月

と　
き　
3
月
15
日（
水
）

11
時
30
分
～
12
時

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

内　
容　
「
大
腸
が
ん
に

　
な
ら
な
い
た
め
に
…

は
じ
め
の
一
歩
」

講　
師　
看
護
師

糖
尿
病
教
室

健
康
教
室

　
ど
ち
ら
の
教
室
も
、
市
民

病
院
の
玄
関
ロ
ビ
ー
で
行
い

ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

問
市
民
病
院（
☎
�
１
１
３
３
）

と　
き　

　
①
3
月
27
日（
月
）～
30
日（
木
）

　
②
4
月
３
日（
月
）～
６
日（
木
）

　

�

ど
ち
ら
も
9
時
～
10
時

対　
象　

　
3
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
人

参
加
料　
５
，９
４
０
円

※
詳
し
く
は
芳
井
健
康
増
進

福
祉
施
設
あ
す
わ
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

芳
井
健
康
増
進

　
　
福
祉
施
設
あ
す
わ

（
☎
�
９
７
８
１
）

文
化
財
巡
り―

才さ
い
ざ
き
じ
ょ
う

崎
城
跡
探
索
―

と　
き　
3
月
20
日（
月・祝
）

10
時
～
12
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

と�

こ
ろ

　
木
之
子
中
学
校
駐
車
場
集
合

内�　

容　

木
之
子
町
に
あ
る

戦
国
時
代
の
山
城
の
才
崎

城
跡
を
散
策

募
集
人
数　
30
人（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

で
す
。

申
込
期
間　
2
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
3
月
19
日（
日
）

申�

込
方
法

　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
�
３
１
４
８
）、

　

�

ま
た
は
メ
ー
ル（m

ahoroba@

　

city.ibara.lg.jp)

で
文
化
財

　
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み

問�

文
化
財
セ
ン
タ
ー

「
古
代
ま
ほ
ろ
ば
館
」

（
☎
�
3
１
４
４
）

親
子
で
ス
イ
ー
ツ
作
り

と　
き　
3
月
4
日（
土
）

9
時
～
12
時

と
こ
ろ　
井
原
保
健
セ
ン
タ
ー

内�　
容

　

�

安
納
い
も
を
使
っ
た

　
　
　
ス
イ
ー
ツ
作
り

対　
象

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

募
集
人
数　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　

　
ま
な
び
め
い
と
会
員　
無
料

　
非
会
員　
大
人�

１
，0
０
０
円

　
　
　
　
小
学
生�

5
０
０
円

持
参
品

　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、マ
ス
ク

申
込
締
切　
2
月
28
日（
火
）

申
込
方
法

　

�

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原
、

芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

美
星
公
民
館
に
電
話
、ま
た
は

申
込
書
を
提
出

�

問
生
涯
学
習
課
内
ま
な
び
め
い
と

事
務
局�（
☎
�
３
３
４
７
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
３
３
４
８
）

と　
き　
3
月
1
日（
水
）

11
時
30
分
～
12
時

※
糖
尿
病
食
の
試
食（
４
０
０
円
）

を
希
望
さ
れ
る
人
は
2
日
前

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

内　
容　
「�

糖
尿
病
か
ら

腎
臓
を
守
ろ
う
」

講　
師　
看
護
師

文
化
財
セ
ン
タ
ー
講
座

ま
な
び
め
い
とい

ろ
は
塾
④

Ａあ

す

わ

Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
春
休
み

短
期
水
泳
教
室

と　き　3月18日（土）　10時～12時
ところ　井原保健センター
対　象　市内在住・通勤の人
募集人数　50人（先着順）
受講料　無料
申込締切　3月15日（水）
申�込方法
　�電話またはFAX（�8249）で健康
医療課へ申し込み
※治療中の人は主治医に相談の上、
申し込みください。

問健康医療課（☎�8224）

ウオーキング教室
　日頃のウオーキングをより効果的
に行うための教室です。奮ってご参
加ください。



井原駅前通り
TEL(0866)62-0556
FAX(0866)62-1588

   平成29年2月（22）

●
男
子・女
子
の
部

　
中
学
１・２
年
生
の
部（
4
人
）

　
中
学
３
年
生
～
一
般
の
部

（
２
～
4
人
）

資　
格　

　
市
内
在
住・通
勤・通
学
の
人

参
加
料　
（
１
人
）

　
小
学
生　
１
０
０
円

　
中
学
生　
２
０
０
円

　
高
校
生
以
上　
３
０
０
円

申
込
締
切　
３
月
7
日（
火
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、

こ
ち
ら
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問�

４
階
、
ス
ポ
ー
ツ
課

��（
☎
�
９
５
３
３
）

　
芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
１
７
０
０
）

　
Ｂ
＆
Ｇ
美
星
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
２
６
９
５
）

市
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

相

談

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
発
令

　
１
月
１
日
付
を
も
っ
て
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

�

・�

三み
や
け宅�

泰や
す
こ子�

氏
（
芳
井
町・新
任
）

�

・�

服は
っ
と
り部�

精せ
い
そ
ん村�

氏
（
芳
井
町・再
任
）

�
・�
西に
し
た
に谷　

明あ
き
ら�

氏
（
芳
井
町・再
任
）

と　
き　
3
月
12
日（
日
）

　
　
　
9
時
～
15
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
笠
岡
公
証
役
場

相�

談
内
容　
遺
言・任
意
後
見
、

離
婚（
養
育
費・財
産
分
与
）、

債
務
弁
済
、
借
地
借
家
の

賃
貸
借
契
約
、
私
署
証
書
の

　
認
証
、確
定
日
付
な
ど
の
問
題

申
込・問
い
合
わ
せ
先

　

��

笠
岡
公
証
役
場

（
☎
０
８
６
5・６
２・５
４
０
９
）

と　
き　
3
月
16
日（
木
）

９
時
～
12
時

※
予
約
は
不
要
で
す
。

と
こ
ろ　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

相�

談
内
容

　
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

　
ド
メ
ス
テ
ィッ
ク･

バ
イ
オ
レ
ン
ス
、

　
い
じ
め
、体
罰
、児
童・高
齢
者

　

虐
待
、隣
近
所
、名
誉
、差
別

　
な
ど
の
問
題

相
談
担
当
者　
人
権
擁
護
委
員

問
１
階
、
協
働
推
進
課

（
☎
�
９
５
０
８
）

と　
き　
3
月
28
日（
火
）

10
時
～
13
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

相�

談
内
容　

　
法
律
、
介
護
な
ど
の
問
題

相
談
担
当
者　

　
弁
護
士
、
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

申
込
締
切　
3
月
27
日（
月
）

申
込・問
い
合
わ
せ
先

　

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
井
笠
い
き
い
き

ネ
ッ
ト
事
務
局

（
☎
０
８
６・２
２
1・８
５
２
２
）

と�　
き　
3
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
開
会

と
こ
ろ　
井
原
体
育
館

種　
目

　
①
１・２
部（
上
級
者
対
象
）

　
②
３・４
部（
中
級
者
対
象
）

　
③
５・６
部（
中
級
者
対
象
）

　
④
７・８
部（
初
心
者
対
象
）

　
⑤
シ
ン
グ
ル
ス

※
シ
ン
グ
ル
ス
の
試
合
は
、

ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
終
了
後
に

行
い
ま
す
。

※
①
②
は
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
、

③
④
は
年
齢
、
性
別
を
問
わ
な
い

ダ
ブ
ル
ス
、
⑤
は
年
齢
、
性
別
、

階
級
を
問
わ
な
い
シ
ン
グ
ル
ス

で
す
。

資　
格

　
市
内
在
住・通
勤・通
学
の
人

※
市
内
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

し
て
い
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料　
（
１
人
）

　
小
学
生　
５
０
０
円

　
中
学
生　
６
０
０
円

高
校
生
以
上　
１
，０
０
０
円

申
込
締
切　
３
月
10
日（
金
）

と　
き　
３
月
19
日（
日
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
開
会

と
こ
ろ　
井
原
体
育
館

種　
目　

《
個
人
戦
》

●
男
子・女
子
の
部

　

�

小
学
生
の
部
、
中
学
1
年
生

の
部
、
中
学
2
年
生
の
部
、

中
学
3
年
生
～
一
般
の
部

●
生
き
生
き
の
部

　
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
会
員

《
団
体
戦
》

な
や
み
ご
と
相
談

な
ん
で
も
相
談
会（
無
料
）

情報のひろば市役所の休日・夜間電話 井原市役所：TEL�9555 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111

日
曜
公
証
相
談

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

ポ

ー

ツ

ス
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■申込期間　2月25日（土）～ 3月29日（水）��　　�　�　　　問B&G井原海洋センター（☎�7211）
クラス 対　象 定員 期　間･日　時 参加料

(市内料金）
ベビー 0（首がすわってから）～ 3歳の幼児

とその保護者 25組 4月21日～�6月23日�金曜日　
10：30～ 11：30 2,500円

3～ 4歳 3～ 4歳の幼児 25人 4月20日～�6月22日�木曜日
15：30～ 16：30

1,500円

5～ 6歳①
5～ 6歳の幼児
（年度中に5歳になる子も可能）

25人 4月19日～ 6月21日�水曜日　
15：30～ 16：30

5 ～ 6歳② 25人 4月21日～ 6月23日�金曜日　
15：30～ 16：30

小学生初クロール①

小学生

25人 4月20日～�6月22日�木曜日　
16：30～ 17：30

小学生初クロール② 25人 4月21日～ 6月23日�金曜日　
16：30～ 17：30

小学生初クロール③ 25人 4月22日～ 6月24日�土曜日　
10：15～ 11：15

小学生初クロール④ 25人 4月22日～ 6月24日�土曜日　
11：20～ 12：20

小学生平泳ぎ 小学生（クロールで呼吸をつけて
20m以上泳げる人） 25人 4月21日～�6月23日�金曜日

18：00～ 19：00

小学生4泳法 小学生（クロールで20m泳げ、平泳ぎ
のキックができる人） 25人 4月21日～�6月23日�金曜日　

19：00～ 20：00

学生　水中運動 小学6年生～高校生 25人 4月22日～ 6月24日�土曜日　
19：00～ 20：00

水中運動 成人（水慣れ習得～上級者） 25人 4月20日～ 6月22日�木曜日　
10：30～ 11：30 2,500円

成人 高校生～一般（水慣れ～中級者） 25人 4月20日～ 6月22日�木曜日　
19：10～ 20：10 2,500円

選手育成 小学生（クロールと平泳ぎで
それぞれ25m泳げる人） 25人 通年（火・水・金曜日）　

16：30～ 17：30
1,500円
（月謝制）

選手 小・中学生・高校生（200m個人メドレー
が既定時間内に泳げる人） 25人

通年（火・水・木・土・日曜日）　
平日17：00～ 19：00　
土日16：30～ 18：30

小・中学生
5,000円
高校生
6,000円
（月謝制）

B&G井原海洋センター水泳教室（1期）

�・�市外の人は参加料が市内料金の2倍になります。
�・��申込多数の場合は、締め切り後に抽選を行います
（市内の人優先）。申込人数が10人以下のクラス
は中止する場合があります。

�・��申し込みは、1人1期間につき1クラス
までです。ただし、水中運動・成人
は複数申し込み可能とします。

「ふるさと納税」 ありがとうございました

問地域創生課（☎�8850）

～平成28年中、合計286件で1,249万8千円�納税いただきました～
　本市を応援してくださる全国各地の皆さんから、
多くのふるさと納税をしていただきました。
　また、平成27年中のふるさと納税により、市内
の幼稚園、小・中学校で子どもたちが使用する備品
や設備の更新、整備を行いました。
　今後もふるさと納税を財源に、本市の未来を
担う子どもたちを健やかに育むための諸事業を
実施してまいります。

▲トランペットなど楽器
　（井原中学校ほか）

▲滑り台付きジャングル
　ジム（出部小学校）

▲教育用パソコン
　（芳井・美星中学校）
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